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用
財
産
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る
債
務
で
当
該
事
業
主
、
事
業
主
団
体
若
し
く
は
福
利

厚
生
会
社
又
は
日
本
勤
労
者
住
宅
協
会
が
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
か
ら
貸
付
け
を
受
け
た
旧

勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
第
九
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
資
金
に
よ
り
建
設
し
、
又
は
取
得
し
た
当
該

居
住
用
財
産
に
係
る
も
の
の
う
ち
、
当
該
資
金
に
係
る
部
分

第
十
八
条
の
二
十
五
第
五
項
中
「
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
貸
金
業
を
行
う
法
人
（
貸
金
業
の
規
制
等
に
関
す

る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三
百
二
十
九
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前

の
貸
金
業
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
五
十
八
年
政
令
第
百
八
十
一
号
）
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
者

に
該
当
す
る
法
人
を
含
む
。）」
を
「
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
貸
金
業
者
」
に
、「
第
十
一
項
」
を
「
第
十
項
」
に

改
め
、「
、
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
」
を
削
り
、「
第
十
八
条
の
二
十
一
第
三
項
」
を
「
第
十
八
条
の
二
十
一
第

二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
第
三
号
中
「
貸
金
業
を
行
う
法
人
」
を
「
貸
金
業
者
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
を
削

り
、
同
項
第
六
号
中
「
貸
金
業
を
行
う
法
人
」
を
「
貸
金
業
者
」
に
、「
第
十
八
条
の
二
十
一
第
七
項
」
を
「
第
十
八

条
の
二
十
一
第
六
項
」
に
、「
第
十
八
条
の
二
十
一
第
八
項
」
を
「
第
十
八
条
の
二
十
一
第
七
項
」
に
改
め
、
同
号
を

同
項
第
五
号
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
第
二
十
六
条
第
十
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
八

項
中
「
次
に
掲
げ
る
債
務
」
を
「
旧
勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
第
九
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
事
業
主
団
体
又

は
福
利
厚
生
会
社
か
ら
取
得
し
た
居
住
用
財
産
の
取
得
の
対
価
に
係
る
債
務
で
当
該
事
業
主
団
体
又
は
福
利
厚
生
会

社
が
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
か
ら
貸
付
け
を
受
け
た
同
号
の
資
金
に
よ
り
建
設
し
、
又
は
取
得
し

た
当
該
居
住
用
財
産
に
係
る
も
の
の
う
ち
、
当
該
資
金
に
係
る
部
分
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
削
り
、
同
条
第
九
項

中
「
第
二
十
六
条
第
十
三
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
十
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
を
削
り
、
同
条
第
十
一
項
中

「
が
、」の
下
に
「
同
号
に
規
定
す
る
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
十
二
項
を
同
条
第
十
一
項
と

し
、
同
条
第
十
三
項
を
同
条
第
十
二
項
と
す
る
。

第
十
八
条
の
二
十
六
第
二
項
中
「
前
項
第
四
号
」
を
「
前
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
旧
年
金
福

祉
事
業
団
業
務
承
継
法
」
を
「
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
号
）
附
則
第

十
四
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
年
金
福
祉
事
業
団
の
解
散
及
び
業
務
の
承
継
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

二
年
法
律
第
二
十
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
年
金
福
祉
事
業
団
業
務
承
継
法
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
条

第
四
項
中
「
第
一
条
第
四
号
」
を「（
昭
和
五
十
八
年
政
令
第
百
八
十
一
号
）
第
一
条
第
四
号
」
に
、「
第
十
八
条
の
二

十
一
第
三
項
」
を
「
第
十
八
条
の
二
十
一
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
第
六
号
中
「
第
十
八
条
の
二
十
一
第
七

項
」
を
「
第
十
八
条
の
二
十
一
第
六
項
」
に
、「
第
十
八
条
の
二
十
一
第
八
項
」
を
「
第
十
八
条
の
二
十
一
第
七
項
」

に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
二
十
六
条
第
十
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
第

二
十
六
条
第
十
三
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
十
四
項
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
二
第
六
項
中
「
又
は
平
成
二
十
八
年
度
の
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
第
一
号
中
「
国
民

年
金
法
」
の
下
に「（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）」を
加
え
、
同
条
第
十
四
項
中
「
第
四
十
一
条
の
八
第
二

項
に
規
定
す
る
」
の
下
に
「
財
務
省
令
で
定
め
る
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

17

法
第
四
十
一
条
の
八
第
三
項
に
規
定
す
る
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
る
者
に
準
ず
る
者
と
し
て
財
務
省
令

で
定
め
る
者
は
、
児
童
扶
養
手
当
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
受
給
資
格
者
の
う
ち
、
同
法
に
よ
る
児
童
扶
養

手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
者
で
、
次
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
と
す
る
。

一

児
童
扶
養
手
当
法
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
受
給
資
格
者
で
、
そ
の
者
の
前
年
（
そ
の
者
が
一
月
か
ら
九

月
ま
で
に
法
第
四
十
一
条
の
八
第
三
項
に
規
定
す
る
金
銭
の
貸
付
け
を
受
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
前
々
年
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
所
得
の
額
（
児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
四
百
五
号
）

第
三
条
及
び
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
計
算
さ
れ
た
所
得
の
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）が
同
令

第
二
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
さ
れ
た
額
以
上
で
あ
る
も
の

二

児
童
扶
養
手
当
法
第
九
条
の
二
に
規
定
す
る
受
給
資
格
者
で
、
そ
の
者
の
前
年
の
所
得
の
額
が
児
童
扶
養
手

当
法
施
行
令
第
二
条
の
四
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
さ
れ
た
額
以
上
で
あ
る
も
の

三

次
に
掲
げ
る
者
で
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
者
の
前
年
の
所
得
の
額
が
児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令
第
二
条
の

四
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
さ
れ
た
額
以
上
で
あ
る
も
の

イ

児
童
扶
養
手
当
法
第
十
条
に
規
定
す
る
父
又
は
母

当
該
父
又
は
母
の
同
条
に
規
定
す
る
配
偶
者
又
は
扶

養
義
務
者

ロ

児
童
扶
養
手
当
法
第
十
一
条
に
規
定
す
る
養
育
者

当
該
養
育
者
の
同
条
に
規
定
す
る
配
偶
者
又
は
扶
養

義
務
者

18

法
第
四
十
一
条
の
八
第
三
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
支
援
は
、
都
道
府
県
、
市
町
村
（
町
村
に
あ
つ

て
は
、
福
祉
事
務
所
（
社
会
福
祉
法
に
定
め
る
福
祉
に
関
す
る
事
務
所
を
い
う
。）を
設
置
す
る
町
村
に
限
る
。）又

は
特
別
区
が
、
同
項
に
規
定
す
る
児
童
扶
養
手
当
法
に
よ
る
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
る
者
（
以
下
こ
の
項

及
び
次
項
に
お
い
て
「
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
等
」
と
い
う
。）が
自
立
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
そ

の
就
労
を
促
進
す
る
た
め
、
当
該
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
等
の
収
入
、
家
族
関
係
そ
の
他
の
生
活
の
状
況
、
求
職

活
動
の
状
況
、
職
業
能
力
の
開
発
及
び
向
上
の
た
め
の
取
組
の
状
況
そ
の
他
の
事
項
を
勘
案
し
、
当
該
児
童
扶
養

手
当
受
給
者
等
の
健
康
上
及
び
生
活
上
の
問
題
点
、
解
決
す
べ
き
課
題
並
び
に
自
立
に
向
け
た
目
標
及
び
支
援
の

内
容
そ
の
他
の
事
項
を
記
載
し
た
計
画
を
策
定
し
、
当
該
計
画
に
基
づ
き
公
共
職
業
安
定
所
そ
の
他
の
関
係
機
関

と
の
連
絡
調
整
そ
の
他
の
便
宜
の
提
供
を
行
う
も
の
と
す
る
。

19

法
第
四
十
一
条
の
八
第
三
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
金
銭
の
貸
付
け
は
、
令
和
三
年
度
又
は
令
和
四

年
度
の
予
算
に
お
け
る
母
子
家
庭
等
対
策
費
補
助
金
を
財
源
と
し
て
都
道
府
県
若
し
く
は
地
方
自
治
法
第
二
百
五

十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
都
道
府
県
等
」
と
い
う
。）又
は
都
道
府
県
等
が

適
当
と
認
め
る
者
が
行
う
金
銭
の
貸
付
け
で
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
等
の
自
立
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
当
該
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
等
の
居
住
の
用
に
供
す
る
賃
貸
住
宅
の
家
賃
を
援
助
す
る
た
め
に
行
う
も
の
と

す
る
。

20

法
第
四
十
一
条
の
八
第
三
項
に
規
定
す
る
相
続
人
そ
の
他
の
財
務
省
令
で
定
め
る
者
は
、
相
続
又
は
遺
贈
に
よ

り
同
項
に
規
定
す
る
貸
付
け
に
係
る
債
務
を
承
継
し
た
者
と
す
る
。

第
十
九
条
の
十
一
第
四
項
第
三
号
中
「
第
十
三
条
第
三
号
」
を
「
第
十
三
条
第
三
号
ロ
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項

第
一
号
ニ

中
「
経
済
金
融
活
性
化
特
別
地
区
の
区
域
内
に
お
け
る
事
業
の
認
定
申
請
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
第
八

条
各
号
」
を
「
経
済
金
融
活
性
化
措
置
実
施
計
画
及
び
特
定
経
済
金
融
活
性
化
事
業
の
認
定
申
請
及
び
実
施
状
況
の

報
告
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
第
十
三
条
各
号
」
に
改
め
、
同
号
ホ

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

当
該
居
住
者
又
は
恒
久
的
施
設
を
有
す
る
非
居
住
者
が
取
得
を
し
た
株
式
が
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
法

及
び
構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
六
号
）
附
則
第
一

条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
発
行
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
。

第
十
九
条
の
十
一
第
八
項
第
一
号
ヘ
中「（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）」を
削
り
、
同
号
ヘ

を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。

当
該
居
住
者
又
は
恒
久
的
施
設
を
有
す
る
非
居
住
者
が
取
得
を
し
た
株
式
が
、
地
域
再
生
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
三
十
八
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
に
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
十
九
条
の
十
一
の
二
第
二
項
中
「
第
四
十
一
条
の
十
九
の
二
第
三
項
」
を「
第
四
十
一
条
の
十
九
の
二
第
二
項
」

に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
十
九
条
の
十
一
の
四
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
十
九
条
の
十
一
の
四
第
一
項
第
一
号

イ
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
十
九
条
の
十
一
の
四
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
十
九
条
の
十
一
の
四
第
一
項
第

一
号
ロ
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
十
九
条
の
十
一
の
四
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
十
九
条
の
十
一
の
四
第
一

項
第
一
号
ハ
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
住
宅
瑕か

疵し

担
保
責
任
保
険
法
人
」
の
下
に「（
第
十
九
条
の
十
一
の
四
第

一
項
第
三
号
ロ
に
お
い
て
「
住
宅
瑕
疵
担
保
責
任
保
険
法
人
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
第
四
十
一

条
の
十
九
の
二
第
三
項
」
を
「
第
四
十
一
条
の
十
九
の
二
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中「
こ
の
項
及
び
次
項
」

を
「
こ
の
条
並
び
に
次
条
第
九
項
第
一
号
及
び
第
十
項
第
七
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
次
条
第
九
項
」を「
次

条
第
十
項
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
耐
震
改
修
標
準
的
費
用
額
」
を「
控
除
対
象
耐
震
改
修
標
準
的
費
用
額（
次

条
第
十
項
第
七
号
ホ
に
お
い
て
「
控
除
対
象
耐
震
改
修
標
準
的
費
用
額
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
を
削

り
、
同
項
第
六
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
第
四
十
一
条
の
十
九
の
二
第
三
項
」
を
「
第
四
十
一
条

の
十
九
の
二
第
二
項
」
に
改
め
る
。
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